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研究会報告

 脳科学研究所講演会「社会的誘因の自己維持システムとしての文化」 

 　2021 年 6 月 29 日（火）に Zoomを用いて脳科学研究
所講演会「社会的誘因の自己維持システムとしての文化」
をオンライン開催した。本発表では、これまで日本人ら
しさの一つであると考えられてきた他者との調和は、そ
れぞれの個々人の心の中に根付いているわけではなく、
他者が持つ信念を予想した結果として育まれた適応戦略
であることを実験により実証した結果を大阪市立大学大
学院准教授の橋本博文先生に報告していただいた。 
  （脳科学研究所　高岸治人） 

 〈開催日時〉　令和 3年 6月 29 日（火）17：00 ～ 18：30 
 〈開催場所〉　Web 開催（Zoom） 
 〈講演者〉　橋本博文（大阪市立大学大学院　准教授） 
 〈講演要旨〉 
 　人間の心の働きや行動の特性に文化差が存在すること
は古くから指摘されているが、いったいなぜそうした文
化差が生まれ、また維持されているのかという問いに対
してはさまざまな考え方が存在する。本発表では、この
問いに対する一つの答えを提示するため、文化の重要な
側面として「特定の文化に身を置く人々の行動そのもの
が作り出す誘因構造（社会的ニッチ）」を捉え、そうし
た誘因構造への適応という観点から人間の心や行動の文
化特定性を理解するための分析枠組みを紹介する。そし
て、この分析枠組みの妥当性を検討するための一連の実
証研究を報告し、得られた知見をもとに、文化特定的な
行動の多くは社会的ニッチへの適応行動として理解可能
であること、そして人々が適応すべき社会的ニッチその
ものも、文化的信念を共有する人々が生み出す行動と、
その行動の集積として個人の前に立ち現れる誘因構造
（まわりの人々からの予測可能な一貫した反応パターン）
によって自己維持的に構築されている可能性を議論す
る。 




